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附着 した薬剤を除去 し,再び菌を培養 してその


















きわめて広汎多岐にわた ってお り, したが って
薬剤の殺菌作用を試験管内で検討する場合にも
出来るだけ多 くの角度か らこれを行な うことが
必 要であろ うと思考 され る｡そのよ うな因子 と
して著者は,作用環境の pHおよび血清濃度の




用い られている薬剤 について,それ らの殺菌効
果 を系統的に研究 したものである｡
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第 1管に 3.6m1,第2管以下には 2mlづつ分注,罪




















































る菌発育の状態の肉眼的観察によるもので,集 1. 作用環境の pH と抗結核薬の殺菌作用
落数が算定出来るものは算定 し,算定が禍難で pH の異なる各培地における抗結核薬のMIC
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図 1 作用環境の pH と抗結核薬の殺菌作用
- 48I-
MSC はこれを一括 して表 1に示 した｡また図
1はこれを図示 したもので,点線は MIC,実線
は MSC の変化を示 した ものである｡ 以下個
々の薬剤について pH の変動にともなう MIC
MSC の変化について説明する｡
1. SAt
まず SM について観察すると pH5.5の培地
における MIC は 15.6γ/mlであるのに対 し,
pH6.5,および pH7.5の培地におけるMICは,
pH5.5の培地における MIC のそれぞれ 1/8,
1/32である 2.0γ/ml,0.5γ/mlであって,アル
カリ性側で制菌作用が強 く出現 している｡一方
MSC は pH5.5の培地における値 125γ/mlに





MIC は pH5.5,7.5の培地で 0.3γ/ml,pH
6.5の培地で 0.6γ/mlであり,pH6.5の培地






なった場合は MIC,MSC いずれも培地 PHに
よって差がなくそれぞれ 0.024γ/ml,0.049γ/ml
であるが,培地置換を行なわない場合,培地pH






が小 さく出現 している｡即ち pH7.5の培地に
おける MIC,MSC はいずれも pH5.5の場 合
の1/4である｡
5.CS




















がアルカリ性側に傾 く程抗菌 作用が 低下 し, 用
表 2 作用環境の血清濃度と抗結核薬の殺菌作用
培地血清濃度 l lO% l 50%




























































お り,後 2者は10%K培地における MSCの8
倍,16倍となっている｡
2.FAS
50%K培地, 90%K培地に おける PASの
MIC は, 10%K培地における値のそれぞれ 2


































90%K培地における SOM の MIC,MSC は
10%K培地における値の8倍,16倍である｡
総括並びに考接































くうけて いるのは SM,培地置換を 行なわない










おける非置換法の INH の MSCは MICの64倍
であり,SIの MSC は各 pH の培地でいずれ
も MIC の32倍以上であって,MIC に比 して
MSCがやや大きい傾向がみられる｡PASでは















本実験において PASの MICが pH6.5の培
地において他の培地の 2倍になっていること,











抗結核薬に ついて 系統的な 観察を 行なってい
































































に非常な 差異の認められる ことが 知 られてい
る｡ したがってここでは pHを 1規定塩酸およ




















次に MIC と MSCの相互関係について検討
してみると,図より明らかなどとくCSにおい
ては MIC に比 L MSCが血清濃度の影響をか
なり強 くうけていることがわかるが,その他の
薬剤においては MIC と MSC がほぼ平行 して
変化 している傾向が認められる｡
以上の実験成績を山下27)の行なった成績と比




















1. SM,KM,VM の殺菌作用は アルカリ性
側で強 く現われ, SIでは酸性側で 強 く現われ
る｡ INH,CS,TH,SOM においては pH の差
による殺菌作用の差が認められない｡
2. 培地 pH の変化により,発育阻止最低濃
度と殺菌最低濃度はほぼ平行 して変化する傾向
が認められる｡
3. 培地血清濃度の増加にともない,一般に
殺菌作用の低下が認められる｡
4. 培地血清濃度の変化により,発育阻止最
低濃度と殺菌最低濃度はほぼ平行 して変化する
傾向が認められる｡
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